






























































































 

マチカネワニ下顎部      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は ロビーに展示した専攻長挨拶文 （ Ｈ１7 年土`山専攻長による）である。 

「宇宙・地球、そしてその歴史」 

宇宙地球科学研究棟（理学部Ｆ棟）の玄関ロビー展示と装飾石材 
 
宇宙地球科学研究棟（理学部Ｆ棟）は、建物の建築当時（平成 7 年竣工）、有志の人々の支援のもと、

玄関の外装や玄関ロビーの柱や壁を様々な種類の石材で覆う設計、施工を行い、以後この空間は機会あ

るごとに地学教育や公開講座において利用されてきました。これらの天然石材は、21 億年前に形成され

た世界最大の貫入岩体を構成する斑れい岩、12 億年前の波の痕の化石、10 億年前に炭酸ガスを固定化

したシアノバクテリアが作ったストロマトライト、プレートテクトニクスの考えに先駆けた地層逆転構

造で有名な秋吉台の石炭岩（フリズナ・腕足貝化石入り）など、地球の歴史を伝える貴重な試料でもあ

ります。 
平成 17 年度からは、玄関入口の天井に星図が、玄関ロビーには岩石・鉱物・化石の大型標本が、新

たに展示されるようになりました。星図は北天について 4.5 等星より明るい恒星が表示されています。

ぜひ、太陽に対する地球の位置や運動、銀河系の構造を想起してみてください。また岩石・鉱物・化石

標本は、地球内部のマントルからもたらされたカンラン岩、世界最古の岩石のひとつであるカナダ・ア

キャスタ地域の片麻岩（39.6 億年前）、1990 年代に噴火した雲仙普賢岳の岩石（デイサイト）、縄文～

古墳時代の権威の象徴であった糸魚川の翡翠（ひすい）、大型水晶、かつては資源大国であった明治～

昭和初期の日本を象徴する鉱石標本（日立鉱山産硫化鉄鉱・北海道稲倉石鉱山産菱マンガン鉱）、そし

て大阪大学の象徴ともなっている「マチカネワニ」化石の下顎レプリカ、古生代デボン紀に生きていた

アンモナイト化石など、地球を構成し、またその歴史を示す貴重なもの達です。これらは学生諸君が直

に手を触れられる形で展示されているので、是非とも自然の息吹・造詣の不思議さに直に触れて下さい。 
  
 一部のサンプルとくに石材は、詳しく調べられていないものもあります。これらは研究用にその破片

も残されているので、諸君の手でさらに詳しい研究がなされることも期待しています。 
 

平成 17 年 4 月 
宇宙地球科学専攻・専攻長 
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